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1.はじめに 

日本の山間地域などでは，イネの生育初期に低温の灌漑用水が流入することで生育が阻

害される低水温害が問題となっている．低水温害は，用水量が多いほど被害が増幅される

と考えられるため，浸透量の違いは，水温およびコメの収量に大きな影響を与えると考え

られる．そこで，本研究では，実際に低水温害が問題となっている地域において，水田の

浸透量の違いが水温分布とコメの収量と品質に与える影響を調べた．  

2.方法 

現地調査は，福島県南会津町の浸透量の異なる 2 枚の水田（A：浸透量多い  B：浸透量

少ない）で行った．夜間の減水深から推定した浸透量は，水田 A で約 20 mm/d，水田 B で

約 5 mm/d であった．この地区の水稲生育初期の用水温は 10～15 ℃と低いため，水口付近

での低水温害が問題となっている．  

各水田内の複数地点において水温を 30 分間隔で連続測定した．また，用水路の水温およ

び気象条件（温湿度・日射・風速），水田の水位を測定した．測定期間は中干前の 5/26～6/24

である．また，収穫期に，各水温測定地点において 10 株を収穫し，乾燥・籾摺り後の玄米

重を実験室で測定した．これを，収穫面積で割ることで，単位面積当たりの収量（水分 14％

に換算）を算出した．コメの品質は，籾摺り後の玄米を穀粒判別器（サタケ）で判別し，

青未熟粒と青死米の合計を玄米粒数で割り，青未熟粒比とした． 

3.結果と考察 

水温の時間変化の一例として，6/4～6/9 の期間の水田 A と水田 B の水温変化を図 1 に示

す。水田 A の浸透量は多いため，水深を確保するための常時灌漑が行われていた．その結

果，灌漑水の流入に伴う水口付近の水温低下が常に生じていた．一方で，水田 B では，6/5-

6/6 の灌漑による水温低下が見られるが，灌漑頻度が低いため，温度低下が生じる期間は短

かった．  

図 2 に，中干前（5/25～6/24）の平均水温の分布を示す。水田 A では長辺方向約 10%の

面積で水温が顕著に低下していたが，水田 B では水温低下の影響は小さかった．このよう

に，浸透量の多い水田において，水深の維持のために常時灌漑を実施すると，用水温が低

温の条件では，水口付近の温度が著しく下がる．  

図 3 に，収量の測定結果を示す．水田 B では，水田内で大きな収量の違いは見られなか

ったが，水田 A では，水口付近での単位収量の著しい減少が見られた．
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 図 4 に，平均水温と単位収量の関係を示

す．水田 A と B 共に，ほぼ同様の関係が見

られ，平均水温と単位収量には，正の相関

関係が見られた．図 5 に，平均水温と青未

熟粒比の関係を示す．平均水温が低いほど

青未熟粒比が大きかった．特に，平均水温

が低い水田 A の水口付近において，青未熟

粒比が極めて多かった．これらのことから，

浸透量の多い水田 A では，常時灌漑による

水温低下の結果，稲の生育の遅れが生じ，

水口付近の収量が減少したと考えられる．  

4.まとめ 

 浸透量が多い水田では，水深を確保する

ために常時灌漑が行われていた．そのため，

浸透量が少ない水田と比べて，水口付近の

温度低下が大きく，収量の減少も大きかっ

た．以上から，浸透量が多い水田では，低

水温害の被害が増幅されることが明らかに

なった． 

 

0

10

20

30

40

6/4 6/5 6/6 6/7 6/8 6/9

水
温

(℃
)

日付

0% 5% 10% 20%

50% 100% 水路

0

10

20

30

40

6/4 6/5 6/6 6/7 6/8 6/9

水
温

(℃
)

日付

0% 5% 10% 20%

50% 100% 水路

図 1 水温の時間変化 
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図 3 単位収量の水田内の分布 
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図 4 中干前の平均水温と単位収量の関係 
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図 5 中干前の平均水温と青未熟粒比の関係 

0

10

20

30

40

50

60

15 16 17 18 19 20 21 22

青
未
熟
粒
比

(%
)

平均水温 (℃)

A B

図 2 中干前の平均水温の水田内の分布 
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